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　5月28日（月）、日吉小学校３年生21人が郷土を学ぶ
総合学習の一環として、養老サービスエリアスマートイ
ンターチェンジの現場見学を行い、完成前のスマートイ
ンターチェンジを実際に歩きました。
　参加した児童たちは上り線側で開通後は歩くことがで
きない車道部を歩いたほか、工事中の現場を見学し、建
設機械や高速道路の構造などに興味津々の様子でした。
　なお、養老サービスエリアスマートインターチェンジ
は、既存企業への利便性向上と企業誘致の促進、観光客
の増加と地域産業振興、あわせて、災害などによる被災
時には、救援活動や復興支援活動の緊急輸送道路として
利活用します。
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実際に現場を歩く児童たち

　６月３日（日）、根古地地内の牧田川河川敷で、
各地域の区長や水防監視長、消防団員ら約490人
が参加して、水防訓練を実施しました。水防訓練は、
洪水などの災害発生に備え、水防活動技術の習熟
を目的に、２年に１度実施しています。
　訓練では、消防団が水防工法の基本となる「土
のう作り」や堤防の崩壊や漏水を防ぐ「月の輪工
法」「シート張り工法」「杭打ち積土のう工法」な
どの工法を実践しました。
　また、今年度は、各地域の区長、水防監視長を
対象に洪水時の水防監視に必要な知識の習得を図
ることを目的として、水防監視訓練を行いました。 いざというときに備え、訓練にいそしむ消防団員

　６月４日（月）、町保健センターで、養老町健康
づくり友の会総会および研修会が開催されました。
　総会後の研修会では、「認知症予防に使える脳
トレ体操」をテーマに、県レクリエーション協会
の北島ツヤ子さんが、風船とうちわを使ったキャ
ッチボールやじゃんけんゲームなど頭と体を使っ
たレクリエーションを楽しみながら学びました。
　健康づくり友の会は、健康づくりの自主的活動
を推進し、町民の健康づくり運動の推進に寄与す
ることを目的とした自主活動グループです。平成
20年６月発足。会長は早崎百合子さん。
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